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東久留米稲門会第 29 回定時総会のご案内 

東久留米稲門会 会長 高橋 哲男 

 新型コロナウィルスも第二分類から第五分類へと区分される見込でウィズコロナへ向け段階的に進ん

でいますが、皆様にはご健康に充分ご留意をお願い申し上げます。また、日頃、東久留米稲門会をご支

援ご協力をいただきましてありがとうございます。「第 29回定時総会」は、下記にて 4 月 16日（日）

に開催いたしますのでご案内させていただくとともにご出席をお願いします。今年の卒業後 60年を超

える先輩は、池田信一会員です。記念品のマグカップを用意しておりますので是非ご出席ください。 

早稲田大学校友の皆様には、毎年この時期に「東稲ニュース」にてご入会の案内をさせていただいて

おりますが、東久留米稲門会は、早稲田出身の約 140名の会員からなる地元での親睦会です。趣味や

運動で楽しむことや偶には酒席で交流する気楽な会です。是非、ご体験ください。また、ホームページ

でご閲覧下さい。ご入会をお待ちしています。 

 

 

第 29 回文化講演会・定時総会・懇親会のお知らせ 

 

日   時 ：令和 5年 4月 16日（日） 午後 2時 00 分 

 

場   所 ：成美教育文化会館 1階 ギヤラリー 

          東久留米市本町 8-14 TEL042-471-6600 

 

文化講演会 ：午後 2時 00 分 

        講演者 井口直司氏 （東久留米市郷土資料室主任研究員）  

演題 「縄文くるめと日本列島～ユニークな日本列島人のへその緒」 

                              

定 時 総 会 ：午後 3時 40 分 

        議題 2022 年度事業報告 

           2022 年度収支報告  

           2022 年度会計監査報告 

           2023 年度事業計画 

           2023 年度収支計画 

           役員改選 

           その他 

 

懇 親 会 ：午後 4時 45 分 3 階大研修室 会費 3,000円 
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＊校友の皆様へ  東久留米稲門会 入会のお勧め 

東久留米稲門会は、今年で 29年目。早稲田を卒業して東久留米に住み、既に仕事をリタイアした方

や、まだ現役で働いている方が共に「心のふるさと早稲田」を胸に刻んで集まり、年 3回の懇親会、趣

味や運動の各部会・サークル活動を楽しんでいます。「東久留米稲門会に入って良かった！稲門会は面

白い！」という声が多くの会員から聞かれるのは次のようなことからです。 

＜1＞  地元で同窓の友人ができる。 

＜2＞  部会、サークルが多くあり、同じ趣味を持つ人とご近所で仲間になれる。 

＜3＞  新年会、総会懇親会、秋の懇親会では、飲食の中で親交を深められ、早稲田の校歌を学生時代

に戻ったように、全員で歌うことができる。 

早稲田は一生楽しめます。地元同士のお仲間になりませんか。校友の皆様のご入会を心からお待ちし

ております。 

会員になると・・・東久留米稲門会の会員として登録され、奇数月 10日発行の「東稲ニュース」及び

各部会の案内チラシが各地区のポストマンより宅配されます。毎年 7月に発行する新年度会員名簿（規

約、弔意規定を含む）が配付されます。また当会主催の総会、秋の懇親会、新年会の案内の他、太極

拳、囲碁、俳句、書道、バドミントン、ソフトボールでは、同趣味の仲間と楽しみながら親睦を深め、

技量の向上も図られます。女性サークル、ウｵーキング＆山歩き、ゴルフ、グルメ、カラオケ、スポー

ツ観戦、芸術鑑賞、及び映画鑑賞会に何時でも参加できます。 

＊校友・会員の皆様へ  早稲田大学校友会 入会のお願い 

早稲田大学校友会員を中断している、あるいは未入会の方、校友会費（5,000円）のほとんどは次代

を担う早稲田大学奨学生を応援するために使われております。母校、早稲田大学校友会への入会をお願

いします。（校友会会費振込用紙同封） 

＊会員の皆様へ  東久留米稲門会 会員継続のお願い 

2023年4月より新年度になります。2023年度(4月より1年間)も引き続き東久留米稲門会の会員継続を

お願いいたします。 

＊東久留米稲門会年会費の振込手続 

年会費は 3,000円です。同封の払込取扱票(青色)を使用して最寄りの郵便局から 5月末日までに、お

振込みください。なお、総会にご出席の方は受付の際 3,000円をお支払いいただく方法もございます。

（郵便局の窓口での支払いは送金手数料がかかります。） 

なお 14頁東稲広報室にゆうちょＡＴＭを使っての口座間振替の方法をご案内しております。 

＊総会出欠返信用はがき 

同封のはがきに出欠の他、必要事項をご記入の上、3月31日(金)までにご投函くださいますようお願

いいたします。                                                             

会の告知板    

【部会予定】 

3 月  27 日 （月） 第 89回ウォーキング「満開の桜を見る」 9:20 東久留米駅 

4 月 2 日 （日） 臨時役員会 16:00 生涯学習センター 

4 月 16 日 （日） 東久留米稲門会第 29 回定時総会 14:00 成美教育文化会館 

5 月 8 日 （月） 第 90回ウォーキング  「山躑躅を楽しむ」 

5 月 11 日 （木） 稲門会コンペ  玉村ゴルフ場 

5 月 25 日 （木） 映画鑑賞会 「ひまわり」 14:00 成美教育文化会館 
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＜各部会定例活動一覧＞        

 

会の報告 

◎東久留米稲門会新年会 

 1月 15日（日）14時より成美教育文化会館にて東

久留米稲門会新年会が開かれた。昨年同様、施設の感

染予防ルール、食事時間、座席の配置等工夫し、実施

した。参加者は、合計 42名だった。 

 会は、大矢事務局長の進行のもと、高橋会長の挨拶

から始まり、帆角元会長の乾杯で幕開けした。今回の

座席は受付時の抽選で決め、卒業年代層が散らばるよ

うに配慮した。会食、懇談が一段落した後、既に恒例

となった「ビンゴ大会」が行われた。ビンゴ一番乗り

は長山勝英氏、5000 円の商品券をゲットした。今回

も寄贈品が予想以上に多く、全員が景品を持ち帰っ

た。楽しい時間もあっという間に過ぎ、大矢事務局長

のリードのもと、「都の西北…」が斉唱され、締めは

平山元会長の挨拶をもって会は閉じられた。                                    

有賀 千歳 記            有賀 千歳 記   

部 会 
3 月 4 月 

日 曜 時間 場所 日 曜 時間 場所 

女性ｻｰｸﾙ 9 木 10：00 中央町地区ｾﾝﾀ  ー 13 木 10:00 中央町地区ｾﾝﾀ  ー

書 道 12 日 12：00 スペース105 9 日 13:00 生涯学習センター 

俳 句 16 木 13：00 生涯学習センター 23     日 10:00 生涯学習センター 

囲 碁 26 日 13：00 成美教育文化会館 23 日 13：00 成美教育文化会館 

太極拳 

11 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 1 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

18 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 15 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

25 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 22 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

バドミントン 毎週金 10:50~ 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー 毎週金 10:50~ 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー

ソフトボール 
30 木 13:00～15:00 南町運動広場 10 月 11:00~13:00 南町運動広場 

    24 月 11:00~13:00 南町運動広場 
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◎第 5回役員会報告  

2022年度第５回役員会が 1月 29日（日）16:00～ 生涯学習センターにて開催された。 

＜議事録概要＞ 

 高橋会長から開会の挨拶、役員改選の報告の後、以下の事項について報告や意見交換が行われた。 

１．大学・校友会・近隣稲門会・三田会関係  

（１）練馬稲門会主催新春コンサート 1/14（土）  武蔵野音楽大学ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝﾎｰﾙ 

（２）三多摩幹事長・事務局長会議  2/18（土）  Zoom会議 

（３）春季幹事長・事務局長会    3/4 （土）  早稲田大学  大矢 

（４）春季代議員会         3/4 （土）  早稲田大学  小山田・山口 

（５）2023年度稲門祭実行委員の選出  片平・平山 （2024年：平山・大矢） 

（６）2023年度三多摩支部大会     9/3 （日）  早稲田実業学校 

２．新年会の反省 

  出席予定者が連絡無しで欠席することもあるので、対策が必要ではないかとの意見があった。 

３．第２９回定時総会について（成美教育文化会館、ギャラリー・大研修室） 

（１）定時総会・文化講演会について 4月 16日（日） 

    講演会：14時   ～15時 30分 

    総 会：15時 40分～16時 30分 

    懇親会：16時 45分～18時 30分 

（２）文化講演会   司会 大矢 

     講演者 井口直司氏  東久留米市郷土資料室主任研究員 

演 題「縄文とくるめと日本列島 ～ ユニークな日本列島人のへその緒」 

（３）定時総会   司会 吉田副会長  議長 高橋会長 

     議題 ①2022年度事業報告  大矢    ②2022年度収支報告  清水 

        ③2022年度監査報告  塚越    ④2023年度事業計画  大矢 

        ⑤2023年度収支計画  清水    ⑥役員改選 

        ⑦その他 

＊マグカップ贈呈・・・１名（1964昭 39年卒）  池田信一氏   

＜総会終了後、贈呈式を行う。＞ 

（４）懇親会 16：45～18：30  司会 大矢  ＊料理とお酒の手配（大矢） 

（５）総会資料印刷及び袋詰め作業  

   4月 8日（土） 13：00～ 印刷   14：00～ 作業 

＊会員以外の市内校友への案内は、50 代～60 代の卒業生とし、秋の行事時には 20 代から 40 代の校友

に案内する。 

（６）臨時役員会 4月 2日（日）16：00生涯学習センター（予定） 

４．次年度予算関係について 

（１）打合せ日程等 

   清水会計担当より、科目別収支実績（1/29現在）について資料に基づき説明があった。なお、次

年度予算打合せは執行部にて３月中旬に行うが、日程は後日調整することとした。 

５．広報関係 

（１）東稲ニュース－記事の募集、印刷日時等 

原稿締切：2月 25日（土） 

印 刷 日：3月 7日（火） 16:00～ 印刷  17:00～ 作業 

６．サークル・部会関係 

 「郷土研究」は「ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆山歩き」の一環として実施することとし、2023年度名簿から削除する。 
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７．その他 

  （１）今後の役員会の予定  2023年 4/2（日）  6/4（日）  8/6（日）  10/1（日）  12/3（日） 

  （２）映画鑑賞会    2023年 3/2（木）「鉄道員」 ＊次回は、5/25（木）「ひまわり」とする。 

 ・次回役員会について  

   2023年 4月 2日（日）16時より、生涯学習センターの予定 

 

◎2022年度 東京三多摩支部幹事長・事務局長連絡会議報告 

2022 年度は立川と国立稲門会が主幹となり東京三多摩支部の運営にあたっていた。昨年９月、コロナ

対策をし、かつ人数も限定し支部大会は開催したが、年度末恒例の幹事長・事務局長連絡会議は対面で

の開催を断念し、2月 18日（土）14時よりZoomでの会議となった。 

議題は、①2022年度東京三多摩支部活動報告、②2023年度稲門祭副本部長・運営委員推薦について、

③2023年度各稲門会の総会日程について、④2023年度東京三多摩支部役員について、⑤2023年度稲門

祭への模擬店出店について、⑥2024年度以降の稲門祭運営委員の選出について、⑦ブロック準備会議に

ついての７項目であった。 

 現在の三多摩支部としての活動は平成 3（2003）年に始まり 20 年が過ぎている。東久留米だけでな

く各稲門会の悩みは後継者・若手校友不足であるが、その影響が三多摩支部の運営にもある。毎年の稲

門祭運営委員の選出や三多摩支部としての運営方法についての提案が出され、今後検討していくことに

なった。最後に次年度主幹となる、国分寺稲門会から挨拶があり 16時に終了した。   大矢 真弘 記 

 

未入会の校友のみなさま、部会未参加の会員のみなさまへ！ 

東久留米稲門会 部会一覧 

東久留米稲門会には、下記のような部会・サークルがあり皆様をお待ちしております。当会会員にな

れば、いずれのサークル・部会にも参加することが可能です。定例で活動しているもの、開催の都度お

知らせをして参加を募る形の会、等々盛りだくさんの機会を設けています。会員全体が集まるのは、1月

の新年会、4～5月の総会・懇親会、秋の懇親会と年に 3回の機会がありますが、活動の中核をなすのは

部会活動です。是非、ご興味のある部会にご参加ください。大歓迎いたします。 

 

部 会 名 活 動 内 容 連絡先（部会長） 

女性 女性サークルは、東久留米稲門会の女性会員のための部会で、女性会員の

貴重な交流の場となっています。当部会では、美術館や博物館へ行った

り、昼食会、読書会を行うなどの活動をしてきましたが、昨今のコロナ禍

で、現在は主に月に一度の読書会を行っています。読書会で取り上げるの

は日本の古典文学で、「古事記」「方丈記」「竹取物語」などを読み、今は

「とりかへばや物語」を読んでいます。使っている本は現代語訳、原文、

解説文の順で書かれていて、誰でも分かる読みやすい本です。また、昨年

の 12月にはレストランで昼食会も行いました。 

当部会では、東久留米稲門会のすべての女性会員に活動のご案内をして

います。女性校友の皆様のご入会をお待ちしております。 

吉川明美   

042‐476‐6802 

 

 

 

囲碁 例会は毎月１回第 4 日曜日(成美会館 3F 13 時〜16 時半)、春に早大囲碁

祭、団体戦、個人戦、秋に稲穂会「個人戦」、大学親善囲碁大会、11月合

宿。東久留米はAクラスの上位キープ、部員は西東京含めて 20名。 

中村敏明 

cooky1011_0311@yahoo.co.jp 

090-6562-7677 

 



- 6 - 

 

 

ゴルフ 

  

ゴルフ部会と言っても会費も制約もなくゴルフ好きな会員が一緒にゴル

フを楽しむ会です。平成 10 年に発足し平成 15 年までは春・秋に稲門会

コンペを、平成１６年からは東久留米三田会との対抗戦も春・秋開催とな

り年４回のコンペを開催しております。現在までに実施した稲門会コン

ペは４４回、三田会との対抗戦は３０回になります。三田会との対抗戦は

始めた頃は三田会が優勢でしたが稲門会が盛り返し現時点ではほぼ互角

となっております。 

新型コロナウイルス感染防止の為に令和２年は開催なし、令和３年は秋

の１回のみの開催となりましたが令和４年は従来の４回開催となりまし

た。現在のクラブの悩みは高齢化に伴い、参加者が減りコンペは２～３組

となります。それでも昨年、女性２人を含む４人が入会し期待するところ

です。稲門会以外の校友、ご家族の参加も歓迎しますので気楽に参加して

下さい。 

金子孝司 

090-2626-3506 

cgm.knk@gmail.com 

 

俳句 句会の進め方について。句会では作者がわからない状態で、それぞれに決

められた数の好きな句を選びます。いわば「人気投票」をします。たくさ

んの票が入った順にみんなでその句の良さや気にいった点を発表しま

す。例えば、2月の句会の最後に３月の句会の「兼題」（「春の川」「草餅」

など）が出されます。３月の締め切り日までにメールで取りまとめ役に兼

題２句と当季雑詠（その季節を詠んだ句）２句をメールで投句します。３

月の句会で兼題と当季雑詠の一覧表が配られます。兼題は前もってこの

題で作ってきてくださいというものです。 

俳句を始めたい方、参加をお待ちしております。現在、男性会員 6 名・

女性会員４名です。   蛇穴を出ていざ奥の細道へ    加藤 早紀子 

句会へのはじめの一歩木の芽風  橘 優治 

橘 優治 

090-4718-0301 

padre.de.leon@nifty.com 

 

 

書道 昨年４月より書道部会長を引き受け早一年 6 名の会員でスタート、１月

からは三田会の 84歳のSさんも加わり「永」の字を書いている。お習字

は年齢に関係なく何時でも始められる。上達が実感できる。空いた時間を

有効に使える。筆、半紙、下敷き、墨汁を揃えればOK。基本を学んで自

分の字を書くのが目標。書く、見る、聴くが上達の肝。呆けない。書家に

長寿が多い。書道の後の酒道が楽しい。 

平山十方（正徑） 

読売書法会幹事 

謙慎書道会理事 

090-5326-8026 

mx3hirayam@m8.dion.ne.jp 

 

太極拳 現在二つの太極拳にチャレンジしています。スタート時からの「楊名時太

極拳」、そして中国伝統の「24式太極拳」です。入念な準備運動、様々な

呼吸法を体得し、無理なく体を動かしてこれからの人生の基礎体力を養

い、健康の維持増進に役立てたいと思います。稽古以外では 3 月に桜を

愛でながらの宴、9月の周年記念パーティーで楽しく語らい合います。  

  【 稽古 】  

1、毎月    土曜日 3回 （年初に確定） 

2、時間   午前 10時～12時 

3、場所   成美教育文化会館 

4、会費   入会金---1000円  参加の都度  500円  

5、準備   運動できる服装、飲料水、靴を履く場合はなるべく底の薄

いもの、今は マスク       

渡辺真司 

042-478-6023 

 

 

 



- 7 - 

 

グルメ 

 

グルメの会場を決めるのは、なかなか難しい面がありますが、会員及び校

友の皆様が少しでも満足できる店を案内したいと思っています。具体的

には年 2回 20 人ほど の参加で、5000 円程度の昼食会を予定していま

す。素敵なお店がありましたら、是非ご紹介お願いします。 

吉田清郎 

042-424-8090 

ウォーキング

＆ 

山歩き 

名所（花、景色等）・旧跡探訪、山歩き（負荷は初級程度）を、原則とし

て１回／月実施。 

実施曜日：通常は月曜日、博物館・美術館を訪ねる場合は火曜日。参加費：

無料（繰越金、部会補助金で賄える当面の間）。参加人数は数名～20名程

度／回。 R4 年度実績では、コロナの合間を縫って、悪天候に阻まれた

りしながら、鎌倉を始め５回開催の見込み。 

当面はコロナにもよるが、3月 27日大宮氷川神社・大宮公園の桜の花見、

5 月 8 日高山不動・関八州見晴台と山躑躅、６月 12日嵐山町千年の園・

ラベンダー園（or 小岩菖蒲園）、7 月 10 日行田市古代蓮の里、を企画し

ています。家に籠りがちになる運動不足が懸念されます。 

天気の良い日はｳｫｰｷﾝｸﾞ等でご自愛を。 

東海俊孝 

toshi-tokai@ 

kvj.biglobe.ne.jp 

＊連絡はメール優先で、お願

いします 

080-1205-9494 

042-473-8566 

 

カラオケ  現在休会中です。オン・ステージでお腹の底から声を出してストレスを発

散し、スッキリした気分になること請け合いです。そのうえ、年次を越

え、気の置けない仲間と歓談しつつ楽しいひとときを満喫できます。今

後、コロナの経過をみながら、できるだけ早い機会に開催したいと思って

います。 

高柳康夫 

090-8741-8424 

y-takayanagi@ 

watch.ocn.ne.jp 

スポーツ観戦 春秋の野球早慶戦とラグビー観戦を主体にしていますが、機会があれば 

他の競技も考えてみます。コロナ禍で野球は入場制限、ラグビーはチケ

ット入手で制約を受け活動がままならない状況が続きましたが、２類か

ら５類への緩和で変化がありそうです。状況を見極めたうえで企画して

参ります。部会員としての登録は不要で、東稲ニュースとチラシでその

都度観戦のご案内を致しますので、ご都合のつく方はご参加下さい。昨

年度は野球・ラグビー共やや悔しいシーズンでしたが、小宮山・太田尾

両監督の采配に期待しています。言わずもがなですが、観戦後の祝勝

会・残念会は恒例になっております。 

山口謙二 

yiu23466@nifty.com 

042-425-2915 

 

諸芸術鑑賞 

  

当会は、毎年新春に開催される早稲田大学交響楽団のニャーイヤーコン

サート(練馬稲門会主催)を鑑賞することを中心とした会です。プロの指揮

者や、オペラ歌手を迎え本格的なオーケストラの演奏に、当東久留米稲

門会より 30～40 名の方がリピート鑑賞しています。(早稲田大学交響楽

団は 100 年を超える歴史を持ち、年 4～5 回の主催公演、その他外部か

らの依頼公演、又通算 15 回に及ぶ海外公演を行う等感動を呼ぶ多彩な演

奏活動を行っている。) 

小野泰右 

090-7251-0648 

 t_ono_1120@yahoo.co.jp 

 

バドミントン 毎週金曜日の午前 11 時から午後１時の 2 時間、「東京ドームスポーツセ

ンター東久留米」でゲーム形式の練習を楽しんでいます。部会員は、女

性 5 名を含め現在 18 名です。基本をしっかり教えてくださるコーチの

他は素人ばかり、毎週 12～13 名が自由に参加しています。１回毎にコー

トの使用料として 200 円の費用が掛かりますが、上履き用の運動靴をご

持参いただければ、現場で無料ラケットの貸し出しが受けられますので、

どうぞお気軽にお試しください。健康維持にはちょうど良い運動になる

はずです。 

坂井淑晃 

sakaiy@jcom.home.ne.jp 

090 3223 9447 

 

mailto:yiu23466@nifty.com
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旅行同好会 休             会               中 

マグカップの

会 

 

2019 年 11 月創部のあと、コロナ禍に見舞われ、長い間休部を余儀なく

されました。今年こそは復活したいところ。早稲田卒後 60 年以上、人生

を論ずればみな深遠、洒脱の会員が中心ですが、若い人にも門戸を開放、

入会自由です。年 4回(2、5、8、11 月の第 2土曜、午後 1 時から)開会。

毎回、会員または希望者による 20分スピーチがあります。 

國米家巳三 

042-474-1119 

ソフトボール  青春時代のあの頃です。無理やり甦らしながらも「アレー」とか 「お

かしいー」など、連発しながら昔とった杵柄はどこへやら、でもでも体

を動かせて楽しい・・・これが最大の目標。青空の下、元気いっぱい体を

動かそう・・。   〔活動〕 

 a  毎月の月曜日 ２回 （２か月前に確定） 

 b  時間   １１時～１３時 

 c   場所   南町運動広場 （東久留米市南町 1－8） 

 d  準備   運動靴、運動の出来る服装、飲料水 

 e  費用   入会金 1000 円、 参加の都度 200円 

     ※ 猛暑日、寒冷期間は休みになります 

渡辺真司 

042-478-6023 

 

 

東久留米稲門会としての活動 

映画鑑賞会 諸先輩が設立し、開催 65 回を超える映画鑑賞会を現在、役員が主体となり 運営

しています。原則 5・9・11・2 月の最終木曜日に開催。東久留米市民にも 愛さ

れ、毎回約 200 名の観客が参加しております。著作権の関係から約 50 年前の洋

画を上映して、アメリカ映画が中心ですが、イタリア映画は、日本人の情緒と繋が

るのか人気があります。新型コロナウィルスの感染で 3 年間休会していましたが、

3 月 2 日より再開する予定です。コロナ禍の影響で観客の減少が懸念されますま

すので会員及び校友の皆様の参加を宜しくお願いします。 

高橋哲男 

bente-takahashi 

@jcom.home.ne.jp 

042-474-2366 

 

 

 

部会だより 【活動報告】  

＜ニューイヤーコンサート＞  

 練馬稲門会恒例の早稲田大学交響楽団ニューイヤーコンサートが 1 月

14 日江古田の武蔵野音大ベートーベンホールにて行われ、当稲門会より

29名の方が鑑賞した。今年の演目に私の好きなスメタナの｢我が祖国―モ

ルダウ」が入っており、聴くのを非常に楽しみにして出かけた。生のオー

ケストラでこの楽曲を聞くのは初めてであり期待は高まるばかり。 

当演奏会ではワセオケの常任指揮者と言っても過言では無い曽我大介

氏が｢我が祖国－モルダウ」の演奏に入る前、特別に聴き所の楽節毎に演

奏を交えながら分かり易く解説をしてくれた事もあり、聴く者にとってより味わい深い演奏となっ

た。 

｢我が祖国－モルダウ」の演奏が始まる。そして CMや映画音楽等で良く知られたあの有名な旋律

が流れると、滔々と流れるモルダウ川の情景が目に浮かび、思わず胸が熱くなり泪が込み上げた。 

｢人は感動があるから、前向きに進める」と語ったのは誰だったか？この歳になってこの様な感動

を味わう事が出来るのは後何度あるのかと思ってしまった。 

最後はアンコールに応え、お馴染みとなった｢美しく青きドナウ」、続いて｢ラディツキー行進曲」



- 9 - 

 

の手拍子で会場を盛り上げた後、｢早稲田大学校歌」、そして締めは｢早稲田の栄光」。生のフルオー

ケストラで聴く早稲田の栄光は本当に素晴らしい、歳のせいで泪もろくなったのか、｢わせだ～、

わせだ～我等の早稲田」で又泪が滲んだ。音楽の持つ力は何と素晴らしいことか！武蔵野音大のベ

ートーベンホールの音響も良かったせいか、いつものコンサート以上に心を動かされた一日だった。 

何と！嬉しいことに、今年初めてワセオケのコンサートに来た方が、帰る間際に私の処へ来られ

来年のチケットの予約をして帰られた。  早稲田大学交響楽団の皆さん感動をありがとう。 

小野 泰右 記 

＜グルメ部会＞ 

２月８日上野の杜 韻松亭で 18名満席で開催されました。当日

は快晴に恵まれて秋津での人身事故の影響でダイヤの乱れが有りま

したが、無事に上野駅に到着致しました。上野東照宮、五重の塔を

拝観し冬牡丹，河津桜を鑑賞し韻松亭に入館致しました。花籠膳を

召し上がって頂きビールで乾杯、福島の日本酒常温などで楽しいひ

とときを過ごしました。茶わん蒸、ゆば、柚庵焼き魚もとても美味

しくデザートは夏場にでる絶品のシャアベットが賞味できなかった

事がとても残念でした。 

次回は浅草、横浜、地元の小料理屋等を計画致しておりますので

奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。                                 

吉田 清郎 記                                 吉田 清郎 記 

 

＜俳句部会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２度の雨に祟られた「飯能・龍崖山ｳｫｰｷﾝｸﾞ」の繰り言＞      

当初予定 12月 13日が雨で延期、1月 16日も雨と 2カ月に亘って祟られて中止。しかも両日共その

前日迄は好天。行事予定が悪天候に見舞われると日頃の心掛けが問われるのは世の習い。「人の世にた

のしみ多し 然れども 酒なしにしてなにのたのしみ（牧水）」という稲門の大先輩に心寄せている身と

しては、「小人閑居して不善をなす（孔子）」という鉄槌を受けました。「反省！」を心掛けつつ、11月

第 269回  1月 22日(日)      

兼題：年賀状・淑気・ 当季雑詠二句 

＜高点句＞ 

一望の果てに富士ある枯野かな   片平るみ 

 なにかにと神に頼みて日向ぼこ   川島知子 

 寒夕焼燃えるがごとく木々たちぬ  橘優治 

＜自選一句＞ 

朝ぼらけ音なき街の淑気かな     三浦洋子 

つくばいの水琴窟に淑気満つ     馬場清彦 

淑気満つ黙々歩む托鉢僧       大久保泰司 

聖堂の聖夜黒衣の聖歌隊       杉本達夫 

玉砂利の軋む音満つ初詣       比護喜一郎 

石畳尋ねる先の淑気かな       横田慧子  

 いそいそと成人の日に晴着着て    本間信一 

 

 

第 270回 2月 16日（木） 

兼題：春隣・梅 当季雑詠二句 

＜高点句＞ 

髪染めて心も染めぬ春の宵     川島知子 

梅の枝抱いて思案の華道の徒    杉本達夫 

 梅の香や野点の舞妓の白き肌    三浦洋子 

梅の香や毘沙門天の髭の濃し    橘優治 

 凍て道に転びて笑う若さかな    比護喜一郎  

＜自選一句＞ 

朝焼けの色に染まりて白鳥来     片平るみ 

うたたねの気だるさもあり春隣   大久保泰司 

寒空に口笛ふいて行くは誰     横田慧子 

大寒波専守防衛家居かな      馬場清彦  

 

ビルの街道路のすみに草萌ゆる    三浦洋子 
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末の下見ｳｫｰｷﾝｸﾞへの追憶を辿り、本稿を書くことにします。 

飯能駅からバスで 10分、永田大杉バス停からすぐにある名栗川のドレ

ミファ橋を渡り、このコースの出発点、八耳堂・軍荼利（ぐんだり）神社

に出る。総歩行時間は２時間半程度で、龍崖山（246ｍ）への急階段を登

る冒頭以外は、楽なハイキングコースである。出発点から即、距離は短い

が急な階段に苦戦する一方、休みもとりながら、龍崖山の山頂に至る。こ

こは西、北、東に大展望が開けており、特に飯能の街を眼下に遠望する

と、壮大な世界に浸り荘厳な気分に包まれる。そんな環境下の昼食は、何

を食べても極上の御馳走である。 

今年は暖かい日が続いたので当初予定の 12月でも紅葉が楽しめる筈であった。「秋山は明浄として装

うが如く 冬山は惨淡として睡るが如し（北宋の画論 林泉高致）」。雨により、装う山の楽しみを奪われ

た上、惨淡として睡る山にも分け入る事も出来ず、悔いが残った。そう遠くない時期に、笑う春山か、

滴る夏山でリベンジを果すことを心に期す。 

この後、ダウンとアップが続くそう長くない距離を歩く内に、富士山がよく見える燧山（ひうちや

ま）（234ｍ）を過ぎ、長いなだらかな坂道を下り、龍崖山公園に降りる。自動車道を進むと、人家の奥

にあるあさひ山展望公園に至る。大きな日時計が印象的であり、飯能市を見渡す眺望も楽しめる。この

辺り、美杉台地区は近年開発された高級住宅地であり、その一画をなす広大な美杉台公園の散策は、あ

る種の趣に浸ることが出来る。この後、駅までそんなに距離もないので、歩道が広い並木道をｳｫｰｷﾝｸﾞ

で飯能駅へ。（時刻が遅くなった場合、バス便もある）    ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆山歩き部会  東海 俊孝 記 

 

＜書道部会＞      

1月 23日（月）、書道部員 5 名は上野にある東京都

美術館で行われた「第 50回書聖展」を、書道部の先生

である平山正徑さん（書道研究書聖会役員でもある）

に招待頂いて見学に行って参りました。沢山の展示の

中で、平山さんとそのお弟子さん方の書作品を中心に

見せて頂きました。打ち上げの一杯は東久留米にて。                                     

安次峰 暁 記 

 

安次峰 暁 記 

                                              

部会だより 【今後の予定】     

＜ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆山歩き部会＞ 

３月２７日 （月）9:20 東久留米駅改札口集合 （往路：新秋津→武蔵浦和 or南浦和→大宮） 

行先：大宮氷川神社、大宮公園で桜の花見 

５月 ８日（月）西吾野駅から高山不動尊・関八州見晴台 ★標高差 500ｍを登るﾊｲｷﾝｸﾞ 

山躑躅の鑑賞 

６月１２日（月）嵐山町 千年の園・ラベンダー園（or 小岩菖蒲園） 

７月１０日（月）行田市 古代蓮の里 

★実施詳細はメールでお知らせします。参加実績のない方はメールアドレスの登録がありませんので、

参加ご希望の方は以下宛に、メールアドレスをご連絡下さい。（FAX番号 or SMS電話番号も対応可) 

宛先：toshi-tokai@kvj.biglobe.ne.jp  携帯 080-1205-9494 Fax:042-473-8566   

部会長 東海 俊孝 記 



- 11 - 

 

＜映画鑑賞会＞          第 68回 5月 25日(木) 14時～ 成美教育文化会館 

「ひまわり」（原題 I Girasoli Sunflower ） (1970年 伊・仏・ソ連・米の合作 107分) 

監督 ヴィットリオ・デ・シーカ 

音楽 ヘンリー・マンシーニ 

出演 ソフィア・ローレン（ジョバンナ）マルチェロ・マストロヤンニ（アントニオ） 

   リュドミラ・サベーリェワ（マーシャ）アンナ・カレーナ（アントニオの母） 

第二次世界大戦によって引き裂かれた夫婦の行く末を悲哀たっぷりに描い

た作品で、時代に運命を翻弄された夫婦の悲劇を名匠ヴィットリオ・デ・シ

ーカ監督が情緒豊かに描き出す。主演はイタリアを代表するソフィア・ロー

レンとマルチェロ・マストロヤンニ。東西冷戦下、欧米では初の試みとなっ

たソ連ロケを行い撮影された広大なひまわり畑の風景と、ヘンリー・マンシ

ーニによる悲しみが漂うテーマ曲が深い余韻を残す。数あるソフィア・ロー

レン主演作品の中で最も日本で愛されている作品である。 

 2022年には、ロケ地であるウクライナへのロシアの侵攻を受け、チャリテ

ィ上映会が映画館や地方自治体により日本各地で開催された。 

会員、校友の皆様へ、映画鑑賞会は諸先輩達により 2002年 11月から開始され、今回で 68回になりま

すが、この 3年間はコロナ禍により中断されましたので観客の減少が懸念されます。是非ご来場をお願

いいたします。尚、入場料は無料ですが、次回ご案内するハガキ代として 100円カンパしてください。                                       

映画鑑賞会 記                                 映画鑑賞会 記  

 

 

皆さまからのおたより 

＜私のスポーツ観戦記＞ 

昨年春に入会しました石田孝司（前沢 1丁目在）です。今回は、1月の新年会の際にお話ししました、

最近の早稲田大学とのふれ合いを記事にさせていただきます。 

まずは、昨年秋の六大学野球・早慶戦の第一戦。劇的なサヨナラ勝ちを覚えていますか。あの試合、

後輩と共に神宮で観戦しており、感動の場面をライブで味わうことができ、なんとも言えない喜びを感

じました。来年度は、優勝に期待ですね。 

12月には、佐賀・長崎へ家族旅行に行きました。訪問地の１つに、佐賀の大隈重信記念館があり、大

隈重信公の生い立ちや考えの形成過程を知り、改めて、創立の思いを感じることができました。やはり、

早稲田が母校でよかった。 

正月には、駅伝。選手を直に応援するのはほんの数秒だったのですが、今年

は、応援部の応援場所に行き、１時間ばかり、応援の輪に入っていました。来

年は優勝争いしてほしい！ 

ラクビーの大学選手権は、準決勝・決勝とも TV観戦でしたが、決勝に進んだ

のはすごかった。 

スポーツ観戦が中心となりますが、早稲田とふれ合うことで、元気をもらい

ます。定年退職前であり、平日はフルタイムでの勤務をしていますので、仕事

への活力になっています。 

今年も充実した１年とすべく、頑張っていきましょう！！             石田 孝司 記 

 

 

 



- 12 - 

 

 『 B O C C I A 』 

2023年 1月 28日 東京都市町村ボッチャ大会 立川市泉体育館 

 東久留米市の代表として稲門会メンバーの 坂井、東海、渡辺の３選手が参加。48チーム参加で予選

リーグ、決勝トーナメントとラグビー、サッカーのワールドカップと同様の戦い方でした。   

結果はベスト 8進出でした。 

 このチーム（坊ちゃんズ）は 12月に行われた東久留米選手権で全勝優勝して代表を勝ち取りました。

1月には、戦略を練り、猛練習を行い、ようやくたどり着いたベスト 8でした。 

 参加チームは、大学のボッチャ部、市の体育会チーム、ソフトボールチーム、家族チーム、おばさん

チームといろいろでしたが、一目みて相当練習を積んでいるとわかるチームばかりでした。 

 我が坊ちゃんズは、相手を威嚇する意味で胸に「 W  」、

背中に「 TOMONKAI  」の早稲田文字でユニフォーム着用、

ビビラせようとの思いは全く通用せず、他のチームはもっ

と恰好のいい、素敵なユニフォーム姿でハツラツとしてプ

レーをしていました。予選リーグ得失点差で１位通過、決

勝トーナメントは初戦、２戦目ともタイブレークの大接戦

となり、見事、勝ち抜きました。 

準々決勝は、優勝チームとの対戦でしたが、技術・経験の

差が大きく完敗でした。 

 この大会を通じて、絶好調の東海選手、じゃんけんで優

位を取ってくれた坂井選手、大会前の練習参加で必殺勝利

法を提案してくれた安次峰選手とそれぞれの分野で活躍を

してくれたおかげでの思いのほかの好成績でした。 また、

当日会場で応援をしてくれた、松崎ご夫妻、お友達の渡辺

昌子さん、有難うございました。勇気づけられました。 

    みんな、 BOCCIA やってみよう  たのしい・・・・           渡辺 真司 記 

 

＜第２回ふれあいガラ・コンサートのご案内＞ 

小生が主宰するアマチュア声楽家のグループ「マッシモの会」が、昨年 9月の第 1回コンサートに続

き、東久留米市の協力を得て第２回コンサート開催いたします。 

・ 公演名 ：  日本の歌・イタリア/ドイツ/フランスの歌  

         第 2回ふれあいガラ・コンサート 

・ 日 時 ：  4月 23日（日） 開場 13時  開演 13時半 

・ 場 所 ：  東久留米市「西部地域センター」（多目的ホール 196席） 

・ 演奏者 ：  男女９名・ゲスト橋本夏季さん 

（ソプラノ・東京藝大（院）卒） 

・ 演奏曲 ：  日本歌曲、伊・独・仏歌曲、オペラアリア等 25曲（予定） 

・ 参加費 ：  千円 （視覚障碍のある演奏家の支援基金とする。） 

・ 備 考 ：  詳しくは 3月 15日付の市報に掲載される予定です。 

               （問合せ先：東久留米市西部地域センター 042-471-7210） 

【代表より】： 昨年の第１回コンサートはお陰様で多くの皆様に楽しんでいただけました。 

今回も沢山の世界の名曲を演奏して、皆さんに喜んでもらえるよう張り切っております。    

髙野 正人 記 
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追悼文 

大島勝典さんを偲ぶ 

                                        平山 正徑 

2月 10日（金）大島勝典さんの訃報に接した。亡くなったのは 2月 8日（水）21

時 20 分とのこと。以前から臥せておられると知ってはいたがショックである。

思えば大島さんとは本当に良く酒を酌み交わしたものだ。折々に知る大島さん

は中国語が話せ、異色の交友関係の持ち主で漫画家、タレント、歌手、落語家、

講談師などと多彩、また意外とモテ男だったようでその手の話はよくした。一

口で言えば優しい男なのだ。そんな男が鬼籍に入った誠に残念でならない。 

大島さんは名簿では 2008年稲門会に入会、2009年小生が会長就任と同時にお

誕生会部会長、「東稲ニュース」編集責任者を担当していただいた。毎月のお誕生

会は祝われる人、祝う人が集い飲食をし、ささやかなプレゼントをお渡しするだけの行

事だが仲間の来し方を知ることが出来る快い時間であった。 

東稲ニュースでは主に編集後記を担っていただいた。特に冒頭の季節の表現は例えば１月「年が明け

ると昨年をたちまち遠い過去にして流れ去る」、３月「いつの間にか若草の萌立ちが足元を暖めだした」、

５月「風は颯爽と群青の空を引き連れてやってくる」、７月「いつの間にか紫陽花が色あせ雲間から差し

込む光がまぶしい」、９月「夏の残像は朝夕の冷気にほてりがさめてゆく」、１１月「紅葉の便りはスロ

ープを駆け下りる」など胸をキュンとさせるようなテンポが良く軽妙洒脱な表現は当時、東稲ニュース

は先ず編集後記から読むと人気を博したものである。 

忘れられないのは 2012 年 5 月当会初の１泊２日バス旅で松本城見学後穂高温泉に宿泊、翌日真っ白

なアルプスに魅了され、新緑の光る中、15名の参加者が「とんがり帽子の時計台」のモデルになった建

物を仰ぎつつ石に刻まれた「鐘の鳴る丘」の歌詞を見入っていた時、大島さんのハーモニカに誘われ「緑

の丘の赤い屋根・・・」を皆で大合唱したのを今でも思い出す。大島さんに官費で貸与したハーモニカ

は総会、新年会、部会等ことある毎に校歌斉唱などには無くてはならないものになっていた。もう聞け

ない。 

大島さんは函館の人である。少年時代あの洞爺丸転覆事故に遭遇その悲惨な光景を目の当たりにした

話を何度か聞いた。かねてから大島さんの故郷、函館を訪ねたいと願っていたが 2019 年 9 月有志 7 名

で２泊３日の函館の旅が実現した。彼のガイドでバス、電車、タクシーを乗り継ぎ効率良く名所を巡っ

た。コースの途中、大島家の墓に立ち寄り花を手向けていた彼の姿は今でも目に浮かぶ。 

大島さんに限らず稲門会と出会い仲間に恵まれて人生の後半を過ごした先達は多い。そんな中、最近

は不自由になった独り身の大島さんを折に触れ手を差し伸べておられた S さんには頭が下がる。大島さ

ん多くの忘れがたい思い出を積ませていただき本当にありがとうございました。ゆっくりお休みくださ

い。 

 

大島さんのこと 

坂井 淑晃 

｢浅い春を引き寄せるようにやってきた今号の「東稲ニュース」、総会特集ということもあって美しい｡

カラー入りの豪華版だ。各部会の役員、幹事の方々がそれぞれ活躍されているのが鼓動のように伝わっ

てくる。どの部会もエッセンスが網羅され、会の存在が急に大きくなったようにもみえる。東久留米稲

門会のめざす水平は春の光を浴び眩しいばかりに煌めいているのだ。沈丁花の花が匂い、心の翼が風に

舞う二月、わが稲門会はこの春を今年も疾走する。｣ 
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平山元会長の時代、第 47 号から 69 号まで東稲ニュースの編集委員を務められた大島さんの第 51 号

編集後記です。 

当初は、総会での斉唱でハーモニカの伴奏をされる厳つい大先輩、ウォーキング部会の常連さん、く

らいの認識でしたが、バドミントン練習後の満州昼宴会に参加するうちに、親しくさせていただくよう

になりました。時には数人で映画館や博物館を楽しみ、故郷の函館にもご案内くださいました。 

練習へのご参加は 2021年 9月まで。10月に自宅で転んで緊急入院し、新座のリハビリ病院を経て昨

年の２月に帰宅、ヘルパーさんのお世話になりながら、総会や秋の懇親会への出席を目指したものの、

東稲会の皆さまにはとうとうお会いすることが叶いませんでした。 

焼酎やカラオケのお付き合いは自分には無理、主義主張も異なったままでしたが、知人をとても大切

にされ、お世話になった方々にはいつも丁寧にお礼を申されていた反面、無作法には手厳しく対応され、

武骨さと包容力で包んでくださいました。 

学生時代にアルバイトをされていたトキワ荘のお話や朝鮮時代の思い出、隅々まで精読されていた東

京新聞の記事など、元気でいらっしゃった頃にご一緒させていただいた時間は、本当に楽しいひと時で

した。 

自分らしさを貫き通した大島さんのご冥福を心よりお祈り致します。 

 

 

東稲広報室 

＜訃報＞  大島 勝典会員 （S38 文） 2023年 2月 8日逝去  

               謹んでご冥福をお祈りいたします。 

＜新入会＞ 渡辺 徹  S55 法  南沢在住 

＜年会費 ３,０００円…送金手数料の節減について＞ 

ゆうちょ銀行では昨年から『硬貨取扱料金』が新設され、窓口現金送金では硬貨扱が発生し手数料(\100

～313)が高くなります。下記の要領でＡＴＭを使って お持ちのゆうちょ通帳またはキャッシュカード

からこの青紙の振替口座、または稲門会口座へ送金されますと最安の１００円です。 

なお、ご自身の年会費の支払状況のご確認、あるいは振込票の必要な方は事務局または会計係にお問

合せください。また「事務局」「会計係」「東稲ニュースの配達係」にご一報頂ければ会費の現金集金に

伺います。 

1．ゆうちょＡＴＭの画面操作⇒振替口座へ送金する場合 

①「ご送金」を選択（３段目）    ②「ゆうちょ口座にご送金」を選択（２段目） 

③『通帳またはカードを入れる』   ④「暗証番号」をキーボタンで入れる 

⑤「記号」…００１００ ６ をキーボタンで入れる（確認する） 

⑥「番号」…１１６０７をキーボタンで入れる（確認する）  

⑦「金額」…３０００円（円も）をキーボタンで入れる（確認する） 

⑧「お名前の確認」⇒「はい」を押して終了  

 ※表示の「いいえ」、「メッセージ…（有料）」は押さないでください。 

2.貴通帳から⇒東久留米稲門会、口座へ  直送金する場合 

「記号」…１００００  → 「番号」…２３２８６８４１ → ３,０００円 

＜令和５年新年会；特別会計の報告＞ 

【収入】会費参加者４２名…１２６,０００円  会員寄付 ７,０００円  収入計…１３３,０００円 

【支出】会場費および備品…８,８００円 ケータリング飲料含む…１２９,５００円 

 支出計…１６５,０２０円  

【収支】…３２,０２０円の不足…イベント補助金から補填しました。 
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＜訂正とお詫び＞ 

前号 10ページの＜Table for children＞記事の中、「1500円送金」は「15000円送金」の誤りでした。 

お詫びして訂正いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

＜会員リレーエッセイ＞ ～噴水広場～   

 

民生委員の活動 

S46商 別処 尚志 

 私は平成 28年 12月から昨年 11月まで２期６年に亘り「民生委員・児童委員」を努めてきました。民

生委員といってもまだ良く知られていないようですので、民生委員とは何なのか、どんな活動をするの

かを説明し、その上で私が在任中に経験した事例を紹介します。 

１．民生委員とは 

民生委員は民生委員法に基づいて、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、任期は３年、

報酬は原則無くボランテイアです。民生委員は児童福祉法に定める「児童委員」を兼ねています。 

民生委員は担当する地域（私の場合は南沢 1丁目全域）において、人々のさまざまな困りごとの相談

に応じて下記の関係機関につなげ、適切な支援やサービスを受けられるようにする「つなぎ役」として

の働きが期待されています。 

 関係機関 

   ○東京都小平児童相談所 

   ○東久留米市役所 福祉保健部 福祉総務課・障害福祉課・介護福祉課・健康課 

            子ども家庭部 子育て支援課・児童青少年課・子ども家庭支援センター 

   ○東久留米市地域包括支援センター 東部地域包括支援センター 

                    中部地域包括支援センター 

                    西部地域包括支援センター 

   ○社会福祉法人          東久留米市社会福祉協議会 

２．民生委員の活動 

①相談対応 市民から電話等で相談があると、そのお宅を訪問又は電

話して、相談内容を把握した上で、その内容を上記関係機関に連絡して

対応を要請します。 

これが民生委員の最大かつ最重要な活動、つまり「つなぎ役」です。相談

の内容は大きく５つの分野があります。 

・生活の支援 収入が減少、当座の資金に事欠く・医療費が心配・教育費  

（例：入学金）が不足            （例：入学金）が不足 

・子育て支援 育児の困りごとがある・子供が学校を休みがち・親子の会話がない 

・高齢者支援 老親の認知症が進んだ・家事が出来なくなった・ 
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介護サービスを使いたいがどうすれば良いか 

・見守り支援 一人暮らしで不安だ・病気退院後の生活（例：買い物）が大変・ 

隣近所で困っている人がいる 

・障害者支援 どこにどんな施設があるの・そこではどんな支援が受けられるの・ 

利用手続きはどうすれば良いの 

②高齢者の見守り 市（介護福祉課）の見守りネットワーク事業の「見守り協力員」 

として、高齢者宅の新聞・チラシが溜まっていないか、夜電気がついているか等を近隣からそっと確認

します。 

③調査書作成 市（児童青少年課）からの依頼により、児童扶養手当受給者が現況届けを提出する際に

必要な民生委員の「調査書」を作成し、市へ報告します。調査書は受給者宅を訪問して、聞き取った内

容を記入することにより作成します。 

④社協（社会福祉協議会）活動への協力 社協協力員として、社協会費の集金や各種調査の依頼を受

け実施します。 

上記以外にも、青少協（青少年健全育成協議会）活動への参加、市の高齢者慶祝事業への協力、市内

各所の「こどもセンター」の各種催し物への参加などもあります。    

３．在任中に経験した事例のひとつ 

あるとき女性（後で 30代と分かった）から電話で「個人事業主で

破産状態の父、介護が必要な母とアパートで一緒に暮らしています、

私は再就職する為に通学中なので私の貯金が乏しくなってきました。

母の年金だけでは苦しく、どうしたらよいのでしょう。」との相談を

受けました。 

相談は、父親に内密にしたいとの希望で、父親の不在時に訪問して母

親同席のもと話を聞きました。彼女はあと半年で卒業し、再就職のあ

てもあるけれど、父親の収入は当てにできないとのこと、一方で母親

はかなり身体が不自由な様子でした。そこで生活費支援はもとより母親の介護についても具体的な支援

が必須、と考えて中部地域包括支援センターにつなぎました。地域包括支援センターの社会福祉士に相

談して対応の検討を約束してもらい、その旨を彼女に報告しました。 

 その後、センターから「情報有り難うございました。早速対応させて頂きました。」 

との電話をもらいました。・・・余談ですがその後の彼女達の動静は分かりません。 

    

 

                                     

 

編集後記  「約束を果たすようにもうすぐ桜がやってくる」季節となりました。この「 」内の文章

は先月亡くなられた大島さんが東稲ニュース編集後記に書かれたものです。大島さんの優しい口調や、

バドミントンの練習にはいの一番に来て、熱心に新聞を読んでらっしゃる姿は「心の奥深くすみついて、

記憶の迷路を歩き回る」ことでしょう。名文家だった大島さん、どうぞ安らかにお眠りください。 

                          

編集委員：片平るみ（今回の担当）・有賀千歳 

東久留米稲門会ホームページにアクセスできます。 


